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瑾
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キ
ー
ワ
ー
ド

秋
瑾

前

言

秋
瑾
の
詩
文
を
集
め
た
も
の
と
し
て
は
、
一
九
〇
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
王�
馥
編

『

秋
瑾
詩
詞』

以
降
、
数
種
が
世
に
出
て
い
る
が
、

今
日
も
っ
と
も
信
頼
に
足
る
テ
ク
ス
ト
と
し
て
は
、
そ
れ
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
詩
文
集
を
基
礎
に
遺
漏
を
補
い
、
一
九
六
〇
年
に
ま
ず
中
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華
書
局
上
海
編
輯
所
か
ら
出
版
さ
れ
、
そ
の
後
さ
ら
に
修
訂
を
経
て
一
九
九
一
年
に
上
海
古
籍
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た

『

秋
瑾
集』

で

あ
ろ
う
。

近
年
に
な
っ
て
、『

秋
瑾
全
集
箋
注』

(

郭
長
海
・
郭
君
兮
輯
注
、
吉
林
文
史
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年)

、『

秋
瑾
選
集』

(

郭
延
礼
選
注
、

人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年)

と
、
立
て
続
け
に
秋
瑾
の
注
解
付
き
の
詩
文
集
が
発
行
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
両
者
と
も
拠
り
所
と

し
て
い
る
の
は

『

秋
瑾
詩
詞』

以
来
の
数
種
の
詩
文
集
で
あ
る
が
、
惜
し
む
ら
く
は
、
い
ず
れ
の
選
集
も
完
全
な
編
年
に
よ
る
編
集
で
は

な
い
。
収
録
さ
れ
て
い
る
詩
に
つ
い
て
見
る
と
、
近
著
二
書
の
う
ち

『

秋
瑾
選
集』

は
、｢

第
一
期

出
国
前｣

｢

第
二
期

留
日
時
期｣

｢

第
三
期

帰
国
後
直
至
就
義｣

の
三
期
に
大
き
く
分
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
な
か
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
詩
は
、

必
ず
し
も
創
作
順
で
は
な
く
、
特
に
第
一
期
は
か
な
り
入
り
乱
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
一
方
の

『

秋
瑾
全
集
箋
注』

は
、
編
年

体
で
は
な
く
分
体
に
よ
る
編
集
で
あ
り
、
秋
瑾
の
好
ん
だ
詩
体
を
窺
う
に
は
便
利
で
あ
る
が
、
秋
瑾
の
詩
作
が
ど
の
よ
う
に
移
り
変
わ
っ

て
い
っ
た
の
か
を
窺
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
同
書
は
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
に
つ
い
て
創
作
時
期
を
推
定
し
て
い
る
も
の
の
、
同
書
の
推
定
創
作

時
期
は
必
ず
し
も

『

秋
瑾
選
集』

と
一
致
し
て
い
な
い
。

拙
稿
は
、
上
海
古
籍
出
版
社
版

『

秋
瑾
集』
を
基
礎
と
し
、
近
著
二
点
を
参
照
し
な
が
ら
、
秋
瑾
の
全
詩
作
を
で
き
る
限
り
創
作
さ
れ

た
順
に
復
元
し
つ
つ
注
釈
を
加
え
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
り
、『

文
学
部
論
叢』

第
八
七
号
掲
載
の

｢

秋
瑾
詩
全
釈
初
稿

(

そ
の
一)

に

続
き
、
彼
女
の
少
女
時
代
の
詩
を
取
り
上
げ
る
。
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第
一
章

少
女
時
代

(

二)

浙
江
省
紹
興
〜
長
沙

秋
瑾
は
、
一
八
八
九
年
の
末
に
原
籍
地
の
浙
江
省
紹
興
に
初
め
て
戻
り
、
こ
の
地
で
三
年
余
り
を
過
ご
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、

一
八
九
三
年
春
に
は
、
父
親
の
秋
寿
南

(

一
八
五
〇
〜
一
九
〇
一)

に
従
い
湖
南
省
長
沙
に
移
り
、
こ
こ
で
数
か
月
を
過
ご
し
た
。
さ
ら

に
、
そ
の
年
の
末
頃
に
、
常
徳
を
経
て
、
湘
郷
、
湘
潭
へ
と
住
ま
い
を
移
し
て
い
る
。
本
稿
で
扱
う
の
は
、
彼
女
の
紹
興
時
代
お
よ
び
長

沙
時
代
の
作
品
で
あ
る
。
一
八
七
五
年
生
誕
説
に
従
え
ば
、
秋
瑾
の
十
八
、
九
歳
頃
に
当
た
る
。

(

注
一)

白
梅

仙
人
縞
袂
倚
重
門

笑
擲
明
珠
幻
絮
魂

淡
到
羅
浮
忘
色
相

謫
來
塵
世
具
靈
根

洛
妃
玉
骨
風
前
影

倩
女
冰
姿
月
下
痕

獨
立
自
憐
標
格
異

肯
因
容
易
便
承
恩

秋瑾詩詞全釈 (その二)67



仙
人
縞
袂

か
う
べ
い

ま
と
い

重
門
に
倚よ

り

笑
ひ
て
明
珠
を
擲は
な

た
ば

絮
魂
と
幻か

す

羅
浮
に
淡

た
だ
よ
い
到
り

色
相
を
忘
れ

謫
せ
ら
れ
て
塵
世
に
來
り

靈
根
具そ

な

ふ

洛
妃
の
玉
骨

風
前
の
影

倩
女
の
冰
姿

月
下
の
痕

獨
り
立
ち

自
ら
憐
む

標
格
の
異
れ
る
を

肯
へ
て
容
易
に
因
り
便

た
や
す

く
恩
を
承
け
ん

仙
女
が
白
絹
の
衣
を
ま
と
っ
た
よ
う
な
美
し
い
白
梅
が
、
大
き
な
お
屋
敷
の
門
に
寄
り
添
う
よ
う
に
咲
い
て
い
る
。

ま
る
で
仙
女
が
笑
い
な
が
ら
投
げ
た
真
珠
が
、
柔
ら
か
な
梅
の
花
に
変へ

ん

化げ

し
た
か
の
よ
う

夢
の
中
で
、
か
の
羅
浮
山
に
漂
い
来
て
み
れ
ば
、
こ
の
俗
世
の
全
て
を
忘
れ
て
し
ま
う

あ
の
梅
の
木
は
、
こ
の
世
界
に
流
さ
れ
て
、
い
つ
し
か
根
を
生
や
し
て
し
ま
っ
た
も
の
な
の
か
し
ら

そ
の
美
し
さ
は
、
洛
妃
の
気
高
い
姿
が
風
に
そ
よ
い
で
い
る
か
の
よ
う

気
品
漂
う
麗
し
い
少
女
が
月
影
の
下
で
佇
ん
で
い
る
か
の
よ
う

誰
に
も
頼
る
こ
と
な
く
一
人
す
っ
く
と
立
ち
、
他
の
花
々
と
は
別
格
の
気
品
を
自
ら
愛

い
つ
く
し
む

ど
う
し
て
易
き
に
つ
く
よ
う
に
た
や
す
く
人
の
恩
寵
を
承う

け
ら
れ
よ
う
か

○
縞
袂

白
絹
の
衣
服
の
袖
。
こ
こ
で
は
、
梅
の
白
い
花
を
仙
人
の
ま
と
っ
た
白
絹
の
衣
裳
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。
明
・
高
啓

[

梅
花
、
九
首
、
二]

詩
に

｢

縞
袂
相
逢
半
是
仙
、

平
生
水
竹
有
深
縁｣

と
あ
る
の
を
踏
ま
え
た
も
の
か
。

○
重
門

幾
重
に
も
重
な
っ
た
門

○
明
珠

光
る
玉
、
真
珠
な
ど
の
宝
石
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の
類
。

○
幻

変
わ
る
、
変
化
す
る
。

○
絮
魂

お
ぼ
ろ
に
咲
く
白
く
柔
ら
か
な
梅
の
花
を
指
す
。

○
羅
浮

羅
浮
山
、
羅
山
と
浮
山
を
合
わ
せ
て
言
う
。

広
東
省
東
江
北
岸
に
あ
り
、
東
晋
の
葛
洪
が
仙
術
を
得
た
と
こ
ろ
と
伝
え
ら
れ
、
山
麓
に
梅
が
多
い
。
隋
の
趙
師
雄
が
こ
の
地
に
お
い
て
夢
で
梅
花
仙
女
に
出
会
っ

た
と
伝
え
ら
れ
る
。(

柳
宗
元

｢

龍
城
録｣)

○
色
相

形
あ
る
す
べ
て
の
も
の
。

○
霊
根

植
物
の
根
の
美
称
。

○
洛
妃

洛
神
す
な
わ
ち
洛
水
に
落
ち

て
洛
水
の
神
と
な
っ
た
、
伏
羲
の
娘
・
採
妃
。

○
玉
骨

高
潔
な
風
格
を
い
う
。
ま
た
、
梅
の
木
を
も
指
す
。

○
倩
女

麗
し
い
少
女
。

○
冰
姿

清
ら

か
で
上
品
な
姿
。
玉
骨
と
と
も
に
、
梅
の
淡
雅
な
美
し
さ
の
形
容
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
る
。

○
月
下
痕

月
痕
、
月
影
。

○
標
格

高
雅
な
品
格

詠
白
梅

(

七
律)

雪
玉
妝
成
千
萬
枝

冰
霜
雅
操
最
宜
詩

花
壇
獨
歩
盈
盈
立

嫩
萼
含
葩
淡
淡
姿

仙
子
白
衣
初
謫
降

佳
人
素
袂
最
相
思

孤
山
處
士
空
唐
突

未
許
門
牆
堊
粉
施

雪
玉

せ
つ
ぎ
ょ
く
の
妝

し
や
う
成
る

千
萬
の
枝

冰
霜
の
雅
操

最
も
詩
に
宜
し
か
る
べ
し

花
壇
に
獨
歩
し

盈
盈
と
し
て
立
つ
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嫩
萼

ど
ん
が
く

の
含が

ん

葩は

淡
淡
た
る
姿

仙
子
の
白
衣

初
め
て
謫
降
す

佳
人
の
素そ

袂べ
い

最
も
相
思
ふ

孤
山
處
士

空
し
く
唐
突

未
だ
門
牆
に
堊
粉
あ
く
ふ
ん

を
施
す
を
許
さ
ず

白
い
宝
玉
か
と
見
ま
ご
う
梅
の
つ
ぼ
み
が
千
万
の
枝
に
び
っ
し
り
と
つ
い
て
い
る
。

汚
れ
な
き
気
高
い
風
格
こ
そ
、
最
も
詩
に
相
応
し
い
。

花
々
の
並
ぶ
庭
で
ひ
と
き
わ
優
雅
な
姿
で
立
つ

み
ず
み
ず
し
い
萼
に
包
ま
れ
た
つ
ぼ
み
の
飾
り
気
の
な
い
美
し
さ
。

そ
れ
は
ま
る
で
、
世
に
流
さ
れ
て
き
た
ば
か
り
の
仙
女
の
白
い
衣
の
よ
う
。

美
し
い
女
性
の
白
い
衣
の
袖
こ
そ

心
寄
せ
る
に
最
も
相
応
し
い
。

か
の
孤
山
の
処
士
林
和
靖
は
自
分
ば
か
り
が
空
回
り
し
て
梅
に
思
い
を
寄
せ
て

未
だ
門
や
垣
を
真
っ
白
く
塗
る
こ
と
を
認
め
て
は
い
な
い
。

○
雅
操

正
し
い
操
。

○
獨
歩

他
に
並
ぶ
も
の
が
な
い
ほ
ど
優
れ
て
い
る
こ
と
。

○
盈
盈

女
性
の
容
姿
が
ゆ
っ
た
り
と
し
て
美
し
い
さ
ま
。

○
嫩

萼

み
ず
み
ず
し
い
柔
ら
か
な
花
の
萼
。

○
含
葩

花
の
つ
ぼ
み
。

○
素
袂

白
い
袖
。

○
孤
山
處
士

林
逋

(

和
靖
、
九
六
七
〜
一
〇
二
八)

を
指
す
。

梅
と
鶴
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

○
唐
突

礼
を
失
す
る
。

○
門
牆

門
と
垣
。

○
堊

白
い
土
、
漆
喰
。

(

注
二)
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詠
白
梅

(

七
絶)

淡
妝
別
具
好�
神

小
謫
瑶
臺
悟
夙
因

不
遇
師
雄
來
月
下

如
何
空
現
女
郎
身

淡
妝

別
に
好�
神
を
具そ

な

ふ

小
を
さ
な
く
し
て
瑶
臺
よ
り
謫
さ
れ
し
に

夙
因

し
ゅ
く
い
ん
あ
る
を
悟
る

師
雄
に
遇あ

わ
ず
し
て

月
下
に
來き
た

る

空
し
く
女
郎
の
身
を
現
わ
す
を
如
何
せ
ん

清
楚
な
す
が
す
が
し
い
装
い
に
は
格
別
優
美
な
気
品
が
漂
う

若
く
し
て
仙
境
か
ら
こ
の
俗
世
に
流
さ
れ
て
き
た
の
に
は
、
き
っ
と
前
世
か
ら
の
因
縁
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

可
哀
想
に
こ
の
白
梅
は
、
か
の
趙
師
雄
に
ま
み
え
る
こ
と
も
な
く
、
月
の
光
の
下
で
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。

仙
女
の
姿
に
身
を
変
じ
て
み
て
も
、
趙
師
雄
が
い
な
い
の
で
は
全
く
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
こ
と
だ

○
淡
妝

清
楚
な
装
い
。

○�
神

優
美
な
気
品
。

○
瑶
臺

仙
人
の
住
む
高
殿
。

○
夙
因

前
々
か
ら
の
原
因
。
前
世
か
ら
の
因
縁
。
宿
縁
。

○

師
雄

羅
浮
山
に
お
い
て
夢
で
梅
花
仙
女
に
出
会
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
隋
の
趙
師
雄
。(
柳
宗
元

｢

龍
城
録｣)

｢

白
梅｣

詩
の
語
注
参
照
。

○
女
郎

少
女
。

若
い
娘
。
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題
芝
龕
記

八
章

董
寅
伯
之
王
父
所
作
傳
奇

今
古
爭
傳
女�
頭

紅
顔
誰
説
不
封
侯

馬
家
婦
共
沈
家
女

曾
有
威
名
振
九
州

今
古

爭
ひ
傳
ふ

女�
頭

紅
顔

誰
か
説い

は
ん

侯
に
封
ぜ
ず
と

馬
家
の
婦つ
ま

と

沈
家
の
女
む
す
め

曾
て

威
名

九
州
に
振
ひ
し
有
り

今
も
昔
も
皆
が
先
を
争
う
よ
う
に
口
々
に
言
い
伝
え
る
女
状
元
。

女
は
諸
侯
に
報
じ
ら
れ
る
こ
と
な
ど
な
い
と
、
い
っ
た
い
誰
が
言
う
の
か
し
ら
。

馬
家
の
妻
・
秦
良
玉
と

沈
家
の
娘
・
沈
雲
英

こ
の
二
人
は
、
か
つ
て
中
国
全
土
に
そ
の
威
名
を
鳴
り
響
か
せ
た
ん
だ
か
ら
。

○

『

芝
龕

し

が

ん

記き』

董
寅
伯
の
祖
父
董
榕

(

一
七
一
一
〜
一
七
六
〇)

の
著
し
た
伝
奇
。
董
榕
は
、
豐
潤

(

今
は
河
北
省
に
属
す)

の
人
、
字
は
念
青
、
ま
た
恒

岩
、
号
は
謙
山
、
ま
た
繁
露
楼
主
人
と
い
い
、
九
江
知
府
を
勤
め
た
と
い
う
。『

芝
龕
記』
は
明
代
の
二
人
の
英
雄
的
な
女
性
、
秦
良
玉
と
沈
雲
英
の
事
績
を
物

語
っ
た
も
の
。

○
状
頭

状
元
。
科
挙
試
験
の
第
一
位
合
格
者
。

○
紅
顔

こ
こ
で
は
女
性
を
指
す
。

○
封
侯

諸
侯
に
封
ず
る
。

○
馬
家
婦

石�
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宣
撫
使
・
馬
千
乗
の
妻
、
秦
良
玉

(

一
五
七
四
、
一
説
に
一
五
八
四
〜
一
六
四
八)

。
忠
州

(

今
の
四
川
省
忠
県)

の
人
。
常
に
男
装
を
し
て
戦
場
で
功
を
上
げ
、

夫
の
死
後
、
夫
に
代
わ
り
兵
を
率
い
て
闘
い
、
都
督
僉
事
を
授
け
ら
れ
た
。

○
沈
家
女

沈
雲
英

(

一
六
二
三
〜
一
六
六
〇)

浙
江
省
蕭
山
の
人
。
父
の
沈
至

緒
が
張
献
忠
の
軍
勢
に
殺
さ
れ
た
際
、
父
の
亡
骸
を
奪
い
返
し
、
そ
の
後
も
頑
強
に
抵
抗
し
、
明
烈
帝
に
遊
撃
将
軍
の
称
号
を
授
け
ら
れ
た
。

(

注
三)

○
九
州

中
国

全
土
、
天
下
。

��
乾
坤
女
土
司

將
軍
才
調
絶
塵
姿

靴
刀�
首
桃
花
馬

不
愧
名
稱
娘
子
師

乾
坤
を��し

た

う

す

女
土
司

將
軍
の
才
調

絶
塵
の
姿

靴
刀

く
わ
た
う�
首

は
く
し
ゅ

桃
花
の
馬

名
を
娘
子
師

ぢ
ゃ
う
し
し

と
稱
す
る
に
愧は

じ
ず

か
の
秦
良
玉
は
、
天
地
を
支
え
る
女
性
地
方
長
官
、

軍
を
率
い
る
彼
女
の
才
知
は
、
な
み
の
人
々
を
遥
か
に
超
え
て
い
る
。

靴
に
潜
ま
せ
た
短
刀
、
頭
に
巻
い
た
頭
巾
、
颯
爽
と
跨
る
桃
花
馬

な
る
ほ
ど
女
性
将
軍
の
名
に
恥
じ
な
い
、
そ
の
凛
々
し
い
姿
。
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○��し

た

う

支
え
る
。

○
乾
坤

天
と
地
。

○
土
司

主
と
し
て
中
国
西
南
地
域
に
お
い
て
少
数
民
族
を
治
め
た
世
襲
の
地
方
官
。
こ
こ
で
言
う
女
土
司
は
、

秦
良
玉
を
指
す
。

○
才
調

才
気
、
才
知
。

○
絶
塵

世
俗
か
ら
超
絶
し
て
い
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
世
人
を
超
越
し
て
い
る
こ
と
。

○
靴
刀

靴
の
中

に
ひ
そ
ま
せ
た
短
刀
。
一
説
に
、
靴
の
よ
う
に
湾
曲
し
た
形
の
刀
。

○�
首

頭
に
巻
く
布
。

○
桃
花
馬

白
い
毛
の
中
に
赤
い
毛
の
混
ざ
っ
た
毛
色
の
馬
。

○
娘
子
師

女
性
の
率
い
る
軍
隊
。

莫
重
男
兒
薄
女
兒

平
臺
詩
句
賜
蛾
眉

吾
儕
得
此
添
生
色

始
信
英
雄
亦
有
雌

男
兒
を
重
ん
じ
女
兒
を
薄う
す

ん
ず
る
な
か
れ

平
臺
の
詩
句

蛾
眉
に
賜
ふ

吾
儕

わ
が
せ
い

此
を
得
て

生
色
を
添
ふ

始
め
て
信
ず

英
雄
に
ま
た
雌
有
る
を

男
性
を
重
ん
じ
女
性
を
軽
ん
じ
て
は
な
ら
な
い
。

帝
が
平
台
で
女
性
で
あ
る
秦
良
玉
に
詩
を
お
与
え
く
だ
さ
っ
た
の
だ
か
ら
。

私
た
ち
女
は
、
こ
の
こ
と
で
い
っ
そ
う
精
彩
を
放
つ
こ
と
が
で
き

英
雄
ば
か
り
で
は
な
く
英
雌
も
い
る
こ
と
が
初
め
て
わ
か
っ
た
わ
。
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○
平
臺

明
代
、
群
臣
を
召
見
し
た
と
こ
ろ
。『

明
史』

｢

秦
良
玉
傳｣

に
、
崇
禎
帝
が
、
秦
良
玉
を
平
台
に
召
見
し
た
と
の
記
載
が
あ
る
、｢

崇
禎
三
年
…
…

中
略
…
…
荘
烈
帝
優
詔
褒
美
、
召
見
平
臺
、
賜
良
玉
綵
幣
羊
酒
、
賦
四
詩
旌
其
功
。｣

(『

明
史』

巻
二
百
七
十

｢

列
傳
第
一
百
五
十
八

秦
良
玉｣

、
中
華
書
局
版

『
明
史』

二
三
、
六
九
四
六
頁
。)

○
蛾
眉

蛾
の
触
覚
の
よ
う
な
眉
。
転
じ
て
美
し
い
女
性
の
こ
と
。

○
吾
儕
わ
が
せ
い

我
々
。

○
添
生
色

生
き
生
き
と
し
た

色
つ
や
を
増
す
。
輝
き
を
増
す
。

百
萬
軍
中
救
父
回

千
羣
胡
馬
一
時
灰

而
今
浙
水
名
猶
在

想
見
將
軍
昔
日
才

百
萬
の
軍
中

父
を
救
ひ
て
回か
へ

る

千
羣
の
胡
馬

一
時
に
灰
す

而じ

今こ
ん

浙
水
に

名

猶な

ほ
在あ

り

想
ひ
見
ん

將
軍

昔
日
の
才

百
万
の
敵
勢
の
中
か
ら
父
の
亡
骸
を
奪
い
返
し
て
戻
っ
た
沈
雲
英

無
数
の
敵
兵
は
、
た
ち
ま
ち
色
を
失
っ
た
。

今
に
い
た
る
も
な
お
浙
江
に
そ
の
名
を
轟
か
せ
て
い
る

沈
雲
英
将
軍
の
昔
日
の
優
れ
た
才
知
が
慕
わ
し
く
想
わ
れ
る
。
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○
救
父
回

張
献
忠
の
軍
勢
に
殺
さ
れ
た
父
の
亡
骸
を
沈
雲
英
が
奪
い
返
し
た
こ
と
を
言
う
。

○
胡
馬

北
方
西
方
の
少
数
民
族
を

｢

胡｣

と
い
う
が
、
こ

こ
で
は
沈
雲
英
の
敵
の
軍
隊
を
指
す
。

○
浙
水

浙
江
す
な
わ
ち
銭
塘
江
を
い
う
。
こ
こ
で
は
浙
江
省
一
帯
を
指
す
。

謫
來
塵
世
恥
爲
男

翠
鬢
荷
戈
上
將
壇

忠
孝
而
今
歸
女
子

千
秋
羞
説
左
寧
南

謫
せ
ら
れ
て
塵
世
に
來き
た

り

男
爲た

る
を
恥
ず

翠
鬢
に
戈ほ

こ

を
荷に

な

ひ
將
壇
に
上
る

忠
孝

而
今

女
子
に
歸
す

千
秋

説い

ふ
を
羞
ず

左
寧
南

仙
界
か
ら
流
さ
れ
て
こ
の
世
に
流
さ
れ
て
き
た
者
は
、
男
の
姿
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
を
恥
と
す
る
。

み
ど
り
の
黒
髪
の
女
性
で
あ
り
な
が
ら
、
武
器
を
取
り
兵
を
率
い
た
秦
良
玉
。

忠
孝
は
今
や
女
性
の
も
の
。

か
の
左
良
玉
の
ご
と
き
は
、
と
こ
し
え
に
口
に
す
る
の
も
恥
ず
か
し
い
。

○
翠
鬢

漆
黒
の
鬢
の
毛
、
み
ど
り
の
黒
髪
。
こ
こ
で
は
転
じ
て
女
性
を
指
す
。

○
戈

ほ
こ
、
武
器
。

○
將
壇

将
台
、
軍
隊
の
指
揮
台
、
も
し
く
は
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閲
兵
台
。

○
左
寧
南

明
末
の
武
将
・
左
良
玉

(

一
五
九
九
〜
一
六
四
五)

の
こ
と
。
左
良
玉
、
字
は
崑
山
、
山
東
・
臨
仙
の
人
。
崇
禎
十
七
年
、
軍
功
に
よ

り
寧
南
伯
に
報
じ
ら
れ
た
が
、
結
局
明
の
滅
亡
を
救
う
こ
と
は
で
き
な
い
ま
ま
没
し
た
。(『

明
史』

巻
二
百
七
十
三

｢

列
傳
第
一
百
六
十
一

左
良
玉｣

、
中
華

書
局
版

『

明
史』

二
三
、
六
九
八
七
〜
六
九
九
八
頁)

忠
孝
聲
名
播
帝
都

將
軍
報
國
有
良�可

憐
不
倩
丹
青
筆

繪
出
娉�
兩
女
圖

忠
孝
の
聲
名

帝
都
に
播ひ

ろ

し

軍
を
將ひ
き

ゐ
國
に
報
ず
る
良�り
ゃ
う
し
ゅ
有
り

憐
れ
む
可
し

丹
青
の
筆
を
倩か

り
て

娉�へ
い
て
い

た
る
兩
女
の
圖
を
繪え

が

き
出い

だ

さ
ざ
り
し
を

忠
孝
の
名
声
は
、
帝
都
に
広
く
鳴
り
響
い
て
い
る
。

軍
隊
を
率
い
国
に
尽
く
し
た
美
し
い
女
性
が
い
た
の
だ
。

あ
あ
そ
れ
に
つ
け
て
も
残
念
な
の
は
、
絵
師
の
手
に
よ
っ
て

麗
し
い
二
人
の
姿
を
描
き
出
さ
な
か
っ
た
こ
と
。
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○
播

広
く
伝
わ
る
。

○
良�
あ
で
や
か
で
美
し
い
女
性
。

○
倩

借
り
る
、
請
う
。

○
丹
青
筆

絵
の
具
あ
る
い
は
絵
師
、
画
家
。
丹
青
は
朱
色

と
青
色
の
絵
の
具
、
転
じ
て
絵
の
具
一
般
。

○
娉�
女
性
の
し
と
や
か
で
美
し
い
さ
ま
。

結
束
戎
妝
貌
出
奇

個
人
如
玉
錦
駝
騎

同
心
兩
女
肩
朝
事

多
少
男
兒
首
自
低

戎
妝

じ
ゆ
う
し
や
うに
結
束
す
れ
ば

貌
す
が
た

出
奇
た
り

個こ
の

人

玉
の
如
く

錦
駝
に
騎

ま
た
が
る

同
心
の
兩
女

朝
事
を
肩に
な

ひ

多
少
の
男
兒

首
自

か
う
べ
お
の
づ
から
低
く
す

戦
い
く
さ
装
束
を
ま
と
っ
た
秦
良
玉
と
沈
雲
英
の
そ
の
姿
は
人
目
を
驚
か
す
。

そ
の
顔

か
ん
ば
せは
玉
の
よ
う
に
美
し
く
、
錦
で
華
や
か
に
飾
り
立
て
た
駱
駝
に
跨
り
凱
旋
す
る
。

心
を
一い
つ

に
す
る
二
人
の
女
性
は
、
今
や
国
の
政
ま
つ
り
ご
とを
担
っ
て
い
る
。

多
く
の
男
子
は
、
彼
女
た
ち
を
前
に
す
る
と
、
自
然
と
頭
を
垂
れ
て
し
ま
う
こ
と
だ
。

○
結
束

出
陣
の
身
支
度
を
す
る
こ
と
。

○
戎
妝

軍
装
、
戦
装
束
。

○
出
奇

普
通
で
な
い
こ
と
、
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
。

○
錦
駝

美
し
く
飾
り
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立
て
た
駱
駝
。
押
韻
の
関
係
で
、｢

錦
駝｣

が

｢

騎｣

の
前
に
お
か
れ
て
い
る
。

○
朝
事

朝
廷
の
ま
つ
り
ご
と
。
朝
政
。

肉
食
朝
臣
盡
素
餐

精
忠
報
國�
紅
顔

壯
哉
奇
女
談
軍
事

鼎
足
當
年
花
木
蘭

肉
食
の
朝
臣

盡
こ
と
ご
とく
素
餐

精
忠
報
國

紅
顔
に
頼
る

壯
な
る
哉か

な

奇
女

軍
事
を
談
じ

鼎
足
す

當
年
の
花
木
蘭
と

美
食
の
限
り
を
尽
く
す
高
官
ど
も
は
み
な
無
為
徒
食
の
徒
。

真
に
忠
義
を
尽
く
し
て
国
の
恩
に
報
い
る
の
は
女
性
な
の
だ
。

何
と
勇
ま
し
く
立
派
な
こ
と
か
、
人
並
み
優
れ
た
女
性
が
軍
事
を
論
じ
て
い
る
。

秦
良
玉
と
沈
雲
英
の
二
人
は
、
い
に
し
え
の
花
木
蘭
と
並
び
立
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

○
肉
食

贅
沢
な
食
べ
物
を
食
べ
ら
れ
る
者
。
高
禄
の
官
吏
。

○
素
餐

功
労
も
な
い
の
に
高
い
地
位
に
つ
い
て
い
る
こ
と
、
無
為
徒
食
。

○
精
忠

真

心
か
ら
の
忠
義
、
純
忠
。

○
紅
顔

こ
こ
で
は
女
性
を
指
す
。

○
奇
女

抜
き
ん
で
た
女
性
。
非
常
に
優
れ
た
女
性
。

○
鼎
足

鼎
か
な
え

の
三
本
の
足
の
よ
う
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に
三
者
が
並
び
立
っ
て
い
る
こ
と
。

○
花
木
蘭

父
に
代
わ
っ
て
男
装
し
て
従
軍
し
、
功
績
を
立
て
た
伝
説
中
の
孝
女
・
木
蘭
の
こ
と
。
木
蘭
に
つ
い
て
は
、

朱
姓
と
す
る
も
の
、
魏
姓
と
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
秋
瑾
は
花
姓
と
し
て
、
花
木
蘭
と
称
し
て
い
る
。

踏
青
記
事

四
章

女
鄰
寄
到
踏
青
書

來
日
晴
朗
定
不
虚

妝
物
隔
宵
齊
打
點

鳳
頭
鞋
子�
羅
襦

女
鄰

寄
せ
到
る

踏
青
書

來
日

晴
朗
な
れ
ば

定
め
て
虚
し
か
ら
ざ
れ
と

妝
物

し
ゃ
う
ぶ
つ

宵
を
隔
て
て

齊ひ
と

し
く

打
點
す

鳳
頭
の
鞋く

子つ

に�
羅
し

う

ら

の
襦

隣
に
住
む
お
友
達
が
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
誘
う
お
手
紙
を
く
だ
さ
っ
た
。

｢

明
日
は
良
い
お
天
気
だ
か
ら
、
お
約
束
を
破
っ
て
は
い
や
よ｣

身
に
着
け
て
い
く
も
の
は
、
前
の
晩
か
ら
す
べ
て
す
っ
か
り
準
備
し
た
わ
。

鳳
凰
の
縫
い
取
り
の
つ
い
た
靴
に
、
刺
繍
の
き
れ
い
な
薄
絹
の
上
着
。
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○
踏
青
書

踏
青
に
誘
う
手
紙
。
踏
青
は
、
春
の
野
遊
び
。
清
明
節

(

陽
暦
四
月
五
日
こ
ろ)

前
後
に
行
わ
れ
た
、
郊
外
へ
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
。

○
來
日

明

日
。

○
妝
物

身
に
着
け
る
も
の
。
装
身
具
や
衣
裳
。

○
隔
宵

前
の
晩
。

○
打
點

整
え
る
。
準
備
す
る
。

○
鳳
頭
鞋
子

鳳
凰
の
縫
い
取
り
の
あ

る
靴
の
こ
と
か
。

○
繍
羅
襦

刺
繍
を
施
し
た
薄
絹
の
短
い
上
着
。

曲
徑
珊
珊
芳
草
茸

相
攜
同
過
小
橋
東

一
灣
流
水
無
情
甚

不
送
愁
情
送
落
紅

曲
徑

珊
珊

芳
草

茸し
げ

る

相あ

ひ
攜
へ
て

同と
も

に
小
橋
の
東
を
過
ぐ

一
灣
の
流
水

無
情
な
る
こ
と
甚
だ
し

愁
情
を
送
ら
ず

落
紅
を
送
る

曲
が
り
く
ね
っ
た
細
い
道
を
歩
い
て
い
く
と
、
帯
に
付
け
た
玉
の
飾
り
が
涼
や
か
な
音
を
立
て
、
あ
た
り
に
茂
っ
た
草
か
ら
は
春
め
い

た
草
の
香
り
が
漂
っ
て
く
る
わ
。

ふ
た
り
手
を
取
り
合
っ
て
一
緒
に
小
さ
な
橋
を
東
に
渡
り
な
が
ら
、
水
面
を
み
る
と
、

弓
な
り
に
流
れ
て
い
く
水
の
流
れ
っ
た
ら
ひ
ど
い
わ
。

悲
し
い
気
持
ち
を
流
し
去
っ
て
く
れ
な
い
で
、
赤
い
花
び
ら
を
流
し
て
し
ま
う
ん
だ
も
の
。
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○
曲
徑

曲
が
り
く
ね
っ
た
小
道
。

○
珊
珊

佩
玉
の
鳴
る
音
。
佩
玉
と
は
、
帯
に
掛
け
て
飾
り
と
し
た
玉
の
こ
と
。

○
芳
草

か
お
り
の
よ
い
草
。

○
茸

草
が
盛
ん
に
茂
る
こ
と
。

○
落
紅

落
花
。
木
か
ら
落
ち
た
赤
い
花
び
ら
。

柳
陰
深
處
囀
黄�芳

草
萋
萋
緑
滿
堤

笑
指
誰
家
樓
閣
好

珠
簾
斜
捲
海
棠
枝

柳
陰
の
深
き
處

黄�
囀
り

芳
草

萋
萋

せ
い
せ
い

と
し
て

緑

堤
に
満
つ

笑
ひ
て
指
さ
す

誰
の
家
の
樓
閣
か

好よ

か
ら
ん
と

珠
簾

斜
め
に
捲
く

海
棠
の
枝

柳
の
木
陰
の
奥
の
方
で
高
麗
鶯
が
き
れ
い
な
声
で
鳴
き
、

春
の
草
が
青
々
と
茂
り
、
川
べ
り
の
土
手
は
む
せ
か
え
る
よ
う
な
緑
一
色
。

ど
ち
ら
の
お
屋
敷
が
す
て
き
か
し
ら
と
、
笑
顔
で
指
差
し
合
う
。

珠
す
だ
れ
を
少
し
巻
き
上
げ
て
あ
る
、
海
棠
の
花
の
咲
い
て
い
る
お
宅
か
し
ら
。

○
黄�
こ
う
ら
い
う
ぐ
い
す
。

○
萋
萋

草
が
茂
る
さ
ま
。
唐
・
崔�｢
黄
鶴
楼｣
に

｢
晴
川
歴
歴
漢
陽
樹
、
芳
草
萋
萋
鸚
鵡
洲｣

と
あ
る
の
を
踏
ま
え
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た
も
の
か
。

○
珠
簾

珠
す
だ
れ
。

西
鄰
也
爲
踏
青
來

攜
手
花
間
笑
語
纔

昨
日
卿
經
賈
傅
宅

今
朝
儂
上
定
王
臺

西
鄰

也ま
た

踏
青
の
爲
に
來き

た

る

手
を
携
へ
て

花
間

纔わ
づ

か
に
笑
語
す

昨
日

卿け
い

賈か

傅ふ

宅
を
經す

ぐ

今
朝

儂わ
れ

定
王
臺
に
上
る

西
隣
に
住
ん
で
い
る
方
も
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
や
っ
て
き
た
わ
。

春
の
花
に
囲
ま
れ
て
、
手
を
取
っ
て
お
話
し
し
て
い
る
う
ち
に
、
次
第
に
う
ち
解
け
て
き
た
こ
と
。

｢

昨
日
あ
な
た
は
、
む
か
し
賈
誼
が
住
ん
で
い
た
あ
た
り
に
い
か
れ
た
で
し
ょ
う
。

今
日
、
わ
た
し
は
定
王
台
に
登
る
の
よ
。｣

○
纔

は
じ
め
て
。
よ
う
や
く
。
押
韻
の
関
係
で
、｢

纔｣

と

｢

笑
語｣

が
逆
に
お
か
れ
て
い
る
。

○
卿

あ
な
た
、
き
み
。

○
賈
傅
宅

賈
傅
祠
。
湖

南
省
長
沙
に
あ
る
、
か
つ
て
賈
誼
の
住
ん
で
い
た
邸
宅
。
前
漢
の
学
者
・
賈
誼

(

二
〇
〇
〜
一
六
八
Ｂ
Ｃ)

は
、
若
く
し
て
博
士
と
な
っ
た
が
、
の
ち
に
左
遷
さ
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れ
て
長
沙
王
の
太
傅
と
な
り
、
賈
太
傅
、
賈
長
沙
な
ど
と
称
せ
ら
れ
た
。

○
定
王
臺

漢
の
景
帝
の
子
で
長
沙
王
と
な
っ
た
劉
發
が
築
い
た
台
。

題
郭�
白
宗
煕
湘
上
題
襟
集
即
用
集
中
杜
公
亭
韻

二
章

江
南
又
見
賀
方
回

遮
莫
樽
前�
鉢
催

子
夜
豪
歌
瓊
樹
膩

卯
橋
風
月
鳥
聲
哀

由
來
名
士
耽
詩
酒

從
古
江
山
助
逸
才

領
略
梅
花
與
巖
翠

暗
香
濃
緑
筆
端
來

江
南

又

見
あ
ら
は
る

賀
方
回

遮
莫

さ
も
あ
ら
ば
あ
れ

樽
前

鉢
を�
ち
て
催

う
な
が
す

子
夜
の
豪
歌

瓊
樹

け
い
じ
ゅ

膩こ
ま

や
か
に
し
て

卯
橋
の
風
月

鳥
聲

哀
し

由
來

名
士
は
詩
酒
を
耽た

の

し
み

古
い
に
し
へ
よ
り

江
山
は
逸
才
を
助
く
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梅
花
與と

巖
翠
と
を

領
略

り
ゃ
う
り
ゃ
くし

暗
香

濃
緑

筆
端
よ
り
來き
た

る

江
南
の
地
に
再
び
賀
方
回
の
よ
う
な
優
れ
た
詩
才
の
持
ち
主
が
あ
ら
わ
れ
た
。

ま
ま
よ
と
、
酒
樽
を
前
に
し
て

か
の
蕭
文�
の
ご
と
く
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
詩
を
吟
ず
る
。

夜
ふ
け
る
ま
で
思
い
の
ま
ま
に
詠
う
そ
の
詩
か
ら
は
、
高
潔
な
気
品
が
細
や
か
に
感
じ
ら
れ
、

卯
橋
の
風
月
を
詠
っ
た
詩
か
ら
は
、
哀
調
を
帯
び
た
鳥
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
だ
。

元
来
、
優
れ
た
人
物
は
詩
や
酒
を
楽
し
む
も
の
で
あ
り
、

昔
か
ら
、
美
し
い
山
河
は
逸
材
が
才
能
を
発
揮
す
る
の
を
手
助
け
し
て
き
た
。

梅
の
花
と
岩
上
に
生
え
た
竹
の
美
し
さ
を
描
き
出
し
た
詩
に
、

ほ
の
か
な
梅
の
香
り
と
、
し
た
た
る
よ
う
な
竹
の
濃
い
緑
が
、
み
ご
と
に
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

○
郭�
白

郭
宗
煕

(

一
八
七
八
〜
？)

の
こ
と
。�
白
は
字
、
湖
南
長
沙
の
人
。
清
末
の
進
士
で
あ
り
、
翰
林
院
編
修
を
授
け
ら
れ
た
。
の
ち
に
日
本
の
法

政
大
学
に
学
び
、
吉
林
省
省
長
、
国
立
京
師
図
書
館
館
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。

(

注
四)『

湘
上
題
襟
集』

は
郭
宗
煕
の
詩
詞
を
集
め
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
未
見
。

○
杜
公
亭

七
六
九

(

大
暦
四)

年
春
、
潭
州

(

今
の
長
沙)
か
ら
湘
潭
に
向
か
う
と
き
作
っ
た

｢

發
潭
州｣

中
に

｢

岸
花
飛
送
客｣

と
い
う
一
句
が
あ
る
こ

と
に
因
み
、
後
に
湘
江
西
岸
に

｢

岸
花
亭｣

を
築
き
記
念
と
し
た
と
い
う
。
杜
公
亭
は
、
こ
の

｢

岸
花
亭｣

の
別
称
。

(

注
五)

な
お
、｢

發
潭
州｣

は
次
の
通
り
。｢

夜
酔

長
沙
酒
、
暁
行
湘
水
春
。
岸
花
飛
送
客
、
檣
燕
語
留
人
。
賈
傅
才
未
有
、�
公
書
絶
倫
。
高
名
前
後
事
、
回
首
一
傷
神｣

○
賀
方
回

宋
の
詞
人
・
賀
鋳

(

一

〇
五
二
〜
一
一
二
五)

、
方
回
は
字
。
衛
州

(

今
の
河
南
省
輝
県)

の
人
で
あ
る
が
、
晩
年
は
江
南
に
隠
居
し
、
慶
湖
遺
老

(

鑑
湖
遺
老)

と
号
し
た
。
こ
こ
で

は
、
郭
宗
煕
を
賀
方
回
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。

○
撃
鉢
催

撃
鉢
催
詩
。
竟
陵
王
蕭
子
良
が
夜
に
文
士
を
集
め
て
詩
を
作
ら
せ
た
お
り
、
蕭
文�
が
、
銅
の
鉢

を
打
っ
た
音
が
や
ま
な
い
う
ち
に
た
ち
ま
ち
詩
を
吟
じ
た
故
事
。
こ
こ
で
は
、
郭
宗
煕
の
詩
才
の
秀
で
て
い
る
こ
と
を
表
す
。

○
子
夜

楽
府
の
詩
題
で
あ
る

｢

子
夜
歌｣

(｢

子
夜
呉
歌｣)

を
指
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
が
、｢

子
夜
歌｣

は
多
く
男
女
の
恋
歌
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
単
に
、
真
夜
中
の
意
で
用
い
て
い
る
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。

○
豪
歌

優
れ
た
歌
、
あ
る
い
は
、
思
い
の
ま
ま
に
歌
う
。

○
瓊
樹

崑
崙
山
の
西
に
あ
る
と
い
う
、
玉
の
な
る
珍
し
い
木
。
人
格
が
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優
れ
て
い
る
こ
と
の
例
え
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。

○
膩

き
め
細
や
か
で
潤
い
の
あ
る
こ
と
。

○
卯
橋

郭
延
礼
選
注

『

秋
瑾
選
集』

で
は
、
浙
江
餘
江

に
あ
る
卯
水
上
の
橋
と
す
る
が
、
根
拠
不
明
。
ま
た
、
郭
長
海
・
郭
君
兮
輯
注

『

秋
瑾
全
集

箋
注』

で
は
、
江
蘇
鎮
江
城
南
に
あ
る

｢

丁
卯
橋｣

の
こ
と
と
し

て
い
る
が
、
丁
卯
橋
を
卯
橋
と
約つ
づ

め
て
い
う
こ
と
が
あ
り
う
る
か
ど
う
か
は
不
明
。
た
だ
、
陸
游

｢

丁
卯
橋｣

に

｢

若
論
風
月
江
山
主
、
丁
卯
橋
應
勝
午
橋｣

と

あ
り
、
秋
瑾
の
こ
の
詩
と
の
関
連
を
窺
わ
せ
る
。
待
考
。

○
由
來

元
来
、
も
と
も
と
。

○
江
山

山
河
、
美
し
い
自
然
の
景
色
。

○
逸
才

逸
材
。
並

は
ず
れ
た
才
能
、
そ
の
持
ち
主
。

○
領
略

悟
る
、
理
解
す
る
。

○
巖
翠

岩
山
に
生
え
た
竹
の
こ
と
か
。

○
暗
香

そ
れ
と
な
く
ほ
の
か
に
漂
う
か
お

り
。

○
筆
端

筆
さ
き
、
筆
運
び
。

賈
傅
祠
前
載
酒
回

新
聲
纔
賦
管
絃
催

二
分
明
月
珠
簾
捲

十
丈
勞
塵
畫
角
哀

�
虎
漫
抛
詞
客
力

聞
鷄
好
奮
濟
川
才

他
年
書
勒
燕
然
石

應
有
風
雲
繞
筆
來

賈か

傅ふ

祠し

の
前

酒
を
載の

せ
て
回か

へ

る

新
聲

纔は
じ

め
て
賦う

た

は
ば

管
絃

催
も
よ
ほ
す

二
分
の
明
月

珠
簾
を
捲
き

十
丈
の
勞
塵

畫
角

哀
し
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�
虎

し

う

こ

漫そ
ぞ

ろ
に
抛

な
げ
う
つ

詞
客
の
力

聞
鷄
ぶ
ん
け
い

好よ
ろ

し
く
奮
ふ

濟
川
の
才

他
年

燕
然
石
に
書
勒
す
れ
ば

應ま
さ

に
風
雲
の
筆
を
繞め

ぐ

り
て
來き

た

る
有
る
べ
し

賈
傅
祠
の
前
を
通
っ
て

酒
を
携
え
て
家
に
戻
り

新
し
い
詩
を
ち
ょ
っ
と
口
ず
さ
む
と
、
管
弦
に
の
せ
て
歌
い
た
く
な
っ
て
く
る
ほ
ど
の
出
来
映
え
。

二
分
の
明
月
を
珠
簾
を
捲
い
て
う
ち
眺
め
、

立
ち
上
る
戦
塵
の
下
で
奮
戦
す
る
兵
士
の
身
を
案
じ
た
そ
の
詩
は
、

か
の
曹
植
に
も
劣
ら
ぬ
、
詩
人
と
し
て
の
優
れ
た
才
能
を
こ
と
も
な
げ
に
披
露
し

か
の
祖
逖
に
も
匹
敵
す
る
、
国
を
支
え
る
志
士
仁
人
の
英
気
を
ほ
と
ば
し
ら
せ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
日
に
か
、
天
晴
れ
の
勲
功
が
碑
に
刻
ま
れ
た
暁
に
は
、

そ
の
優
れ
た
才
気
が
そ
の
文
字
か
ら
立
ち
上
っ
て
く
る
に
違
い
な
い
。

○
賈
傅
祠

前
掲
の
、
長
沙
に
あ
る
か
つ
て
賈
誼
の
住
ん
で
い
た
邸
宅
。

○
新
聲

新
た
に
書
い
た
詩
。

○
纔

よ
う
や
く
、
は
じ
め
て
。

○
二
分
明

月

徐
凝

｢

憶
揚
州｣

に

｢

天
下
三
分
明
月
夜
、
二
分
無
頼
是
揚
州｣
を
踏
ま
え
た
も
の
か
。

○
勞
塵

兵
士
の
上
に
舞
い
上
が
る
戦
塵
の
意
か
。
不
詳
。

○
畫
角

絵
の
描
い
て
あ
る
角
笛
。
兵
士
の
志
気
を
鼓
舞
す
る
の
に
用
い
る
。
杜
甫

｢

野
老｣

に

｢

王
師
未
封
収
東
郡
、
城
闕
秋
生
画
角
哀｣

を
踏
ま
え
た
も
の

か
。

○�
虎

美
し
い
詩
文
を
作
る
こ
と
に
長
じ
て
い
る
者
を
指
す
。｢

曹
子
建
七
歩
成
章
、
世
人
目�
虎｣

(『

世
説
新
語』

｢

賞
譽｣)

。
こ
こ
で
は
、
郭
宗
煕

の
詩
才
が
曹
植
の
よ
う
に
優
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

○
漫

そ
ぞ
ろ
に
、
何
と
い
う
こ
と
も
な
く
、
労
せ
ず
し
て
。

○
聞
鷄

聞
鷄
起
舞
。『

晋
書』

｢

祖

逖
傳｣

に

｢(

祖
逖)

中
夜
聞
荒
鷄
鳴
、
蹴

(

劉)�
覺
曰
、
此
非
悪
聲
也
。
因
起
舞
。｣
と
あ
り
、｢

聞
鷄

(

起
舞)｣

は
、
志
士
仁
人
が
奮
い
立
つ
こ
と
、
ま
た

は
、
発
憤
し
て
立
ち
上
が
る
志
士
仁
人
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
郭
宗
煕
が
祖
逖
の
よ
う
な
気
高
い
人
格
の
持
ち
主
で
あ
る
と
持
ち
上
げ
て
言
う
。

○
濟
川
才

帝
王
を
補
佐
す
る
能
力
。
濟
川
と
は
、
川
を
渡
る
こ
と
で
あ
る
が
、『

書
・
説
名
上』

に

｢

爰
立
作
相
、
王
置
諸
其
左
右
、
命
之
曰
、
…
…
若
濟
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巨
川
、
用
汝
作
舟
楫｣

に
因
み
、
帝
王
を
補
佐
す
る
比
喩
と
な
っ
た
。
清
の
顧
炎
武

｢

贈
黄
職
方
師
正｣

に
も
、｢

黄
君
濟
川
才
、
大
器
晩
成
就｣

と
あ
る
。

○
勒

石
な
ど
に
刻
む
こ
と
。

○
燕
然
石

燕
然
山
の
石
。
功
績
を
刻
む
石
。
後
漢
の
竇
憲
が
匈
奴
を
破
っ
た
お
り
、
そ
の
功
績
を
燕
然
山
の
石
に
刻
ん
だ
故

事
に
よ
る
。

○
風
雲

優
れ
た
才
能
。
気
高
い
志
。

注

(

注
一)

本
稿
は
、
上
海
古
籍
出
版
社
版
の

『

秋
瑾
集』
(

一
九
九
一
年
新
一
版)

を
底
本
と
し
、
先
行
す
る
郭
長
海
・
郭
君
兮
輯
注

『

秋
瑾
全
集

箋
注』

(

五
八
〜
五
九
頁
、
吉
林
文
史
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年)

お
よ
び
郭
延
礼
選
注

『

秋
瑾
選
集』

(

人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年)

を
参
照
し
た
。

ま
た
、｢

秋
瑾
詩
全
釈
初
稿

(
そ
の
一)｣

で
も
述
べ
た
と
お
り
、
拙
稿
で
は
、
秋
瑾
の
伝
記
的
事
実
に
つ
い
て
は
、
王
去
病
・
陳
徳
和
主
編

『

秋
瑾
研
究
叢

書
第
二
輯

秋
瑾
年
表

(

細
編)』

(

華
文
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
。
以
下

『

秋
瑾
年
表』

と
略
称)

に
依
拠
し
た
。『

秋
瑾
年
表』

に
拠
れ
ば
、
一
八
九
三
年
の

項
に
、
秋
宗
章

｢

関
於
秋
瑾
與
六
月
霜｣
に
基
づ
き

｢

春

秋
寿
南
携
眷
入
湘
、
先
到
長
沙｣

と
記
載
し
て
い
る
。

(

注
二)

郭
長
海
・
郭
君
兮
輯
注

『

秋
瑾
全
集

箋
注』

(

五
八
〜
五
九
頁)

に
拠
れ
ば
、
古
代
建
築
に
お
い
て
、
門
牆
に
塗
る
の
は
黄
色
が
正
色
で
あ
り
、

白
色
は
悪
色
で
あ
る
た
め
、
白
梅
を
白
い
門
牆
内
に
植
え
る
こ
と
は
梅
を
冒
涜
す
る
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
な
お
、
同
書
は
、｢

未
許
門
牆
堊
粉
施｣

の

｢

堊｣

を

｢

網｣

と
し
て
い
る
。

(

注
三)

『

中
国
婦
女
名
人
辞
典』

(

袁
韶
瑩
・
楊
瑰
珍

編
、
北
方
婦
女
児
童
出
版
社
、
一
九
八
九
年)

、『

中
華
古
今
女
傑
譜』

(

高
魁
祥
・
申
建
国

編
、
中

国
社
会
出
版
社
、
一
九
九
一
年)

等
、
参
照
。

(

注
四)

徐
友
春
主
編

『

民
國
人
物
大
辭
典』

(

河
北
人
民
出
版
社
、
一
九
九
一
年)

、
橋
川
時
雄
纂

『

中
國
文
化
界
人
物
總
鑑』

(

中
華
法
令
編
印
館
、
一
九

四
〇
年)

等
、
参
照
。

(

注
五)

前
掲

『

秋
瑾
全
集

箋
注』

に
記
す
と
こ
ろ
に
拠
る
。(

八
一
〜
八
二
頁
。)

ま
た
、
王
士
青
編

『

杜
詩
便
覧』

(

四
川
文
藝
出
版
社
、
一
九
八
六
年)

を
も
参
照
し
た
。
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